
第５号様式（第 11 条関係） 

 

実 績 報 告 書 

１ 事業者名 NPO 法人マナビエル 

２ 事業名 ボールキッズインタビュー「杉並区長に聞く！すぎなみの今」 

３ 実施期間 令和４年８月１６日～令和４年８月３０日 

４ 実施場所等 

 

杉並区役所会議室、阿佐ヶ谷地域区民センター 

 

５ 対象年齢・ 

  参加人数 

杉並区内の小学４〜６年生 

及び中学生  

27 名 

６ 参加費   有料（５００円） 

７ 内容 

※実施した取組みの内容を具体的に箇条書きで記入する。 

●4/29 補助金の交付決定により、事業実施準備を開始 

●企画ミーティング 

6/20,7/8,7/27 各スタッフ 6名参加  

 

●事業実施  

 

【1 日目】 

8/16 参加者 27 名  

 

○プロにインタビューのコツを学ぼう 

・「広報すぎなみ」を制作している文化工房様によるレクチャー 

・スライドを使って、インタビューの心得と３つのコツを教わった 

・ペアや 3人組になりインタビューワークを実践した 

  

○区長にインタビュー 

・カテゴリー別に５つのグループに分かれ、区長への質問を考えた 

・グループでの役割分担と代表質問を考えた 

・岸本区長にグループごとにインタビューを実践 

 

○インタビューしたことをまとめる 

・永井様よりインタビューのフィードバックをいただいた 

・ワークシートを用いて区長のインタビュー内容をまとめた 

 

 

【2 日目】 



8/30 参加者 25 名 

  

○ボ―ルキッズすぎなみの紙面確認 

・文化工房様による制作秘話や広報紙ができるまでのミニレクチャー 

・完成間近の原稿を子どもたちが確認し校正作業を実施 

 

○チームメンバーに「〇〇賞を贈ろう！」 

・チームメンバーそれぞれに合った〇〇賞を考え、付箋に記入して相手

に伝えた 

・受け取った〇〇賞を自分の表彰状に貼り付け、自分だけの表彰状を作

成した 

 

○ヒーローインタビュー 

・チームごとにファシリテーターが参加者にインタビューをした 

  

８ 効果 

【1 日目】 

 

○プロにインタビューのコツを学ぶ 

文化工房様からインタビューのコツを座学で学んだあとすぐにロール

プレイすることで、より良いインタビューの流れを身につけていた。子

供たちは積極的にロールプレイすることで、その効果を感じていた。 

インタビューの心得やコツを学んだことで、区長に対するインタビュー

への心構えができた。 

 

○区長にインタビューをする 

直前にプロからインタビューのコツを学んですぐ実践することで、学ん

だことをより体得することができた。時間が制約された中で、本気で質

問したいことをきめ、準備することで、チームの結束力が強まり、自然

とコミュニケーションも活発になった。本番の杉並区長へのインタビュ

ーでは緊張しながらも堂々と自分の言葉で質問をする姿が素晴らしか

った。区長も一つ一つの質問に子供に伝わるように分かりやすく真摯に

答えてくださり、子供たちは興味深く耳を傾けていた。普段できない体

験を成し遂げた子供たちの顔は誇らしげで達成感に満ち溢れていた。 

子供たちは自分のインタビュー中も他のチームのインタビュー中も熱

心にメモを取っていた。質問する力、相手の話を聞き取る力が身につい

た。 

 

○インタビューしたことをまとめる 

岸本区長へのインタビューをワークシートを用いて振り返り、実際に体

験したことを自分の言葉で書き上げ、より理解を深めることができた。

体験したことを言語化し、思考の整理と達成感を感じる時間となった。 

 

【２日目】 



 

○ボ―ルキッズすぎなみの紙面確認 

自分たちのインタビューがプロの編集により形になったことで感動し

ていた。また内容や表記ミスを自分たちの目で探し、発見したことで印

刷する前の内容を確認する校正という作業の大切さを学んでいた。ミス

を見つけた時の興奮した様子が印象的だった。 

 

○チームメンバー同士で「〇〇賞を贈ろう！」 

互いに良かったところを賞という形で送ることで、互いの頑張りを認め

合うことができ、自分だけの賞をもらうことで自己肯定感も高まった。 

チームメンバーから賞をもらう瞬間、誇らしげで恥ずかしげな様子が印

象的だった。 

 

○ヒーローインタビュー 

チームごとに一人一人をインタビューすることにより、自分のチーム内

での役割や他のチームの成果を再認識することができた。区長にインタ

ビューをするという貴重な体験を通して、仲間と取り組んだことのまと

めとしてお互いを讃えあう場となった。 

 

○二日間を通して 

ほぼ全員が初対面ではあったが,すぐに打ち解け、お互いに意見を言い

合い、助け合う様子が随所で見られた。子供主体でインタビューへの準

備がされていく様子は目をみはるものがあった。真剣に考えた質問に区

長が真摯に答えてくださったことに子供たちは興奮して達成感を感じ

ていた。 

※ 必要に応じて、枠を広げてください。 



第６号様式（第11条関係）

Ⅱ　支出の部

(3) 印刷費

④動画制作費（報告用、HP掲載用）

0

749,788

0

0

　　支出合計　（総事業経費①＋②）

0

0

0

0

0

(7) その他

②　助成対象外経費（その他の経費） 合計

小計

2,950

①施設使用料（阿佐ヶ谷区民センター） 2,950 1 2,950

(6) 使用料及び賃借料 小計

25,600

12,530 1 12,530

③参加者郵送代（広報紙27名） 210 27 5,670

20 7,400

①児童青少年課宛配送代（チラシ8箱、広報紙1箱）

(5) 役務費 小計

35,000 1 35,000

②ワークシート印刷用紙購入代、ラベルシール、封筒 2,668 1 2,668

③参加者名札購入代、画用紙など備品 3,084 1 3,084

47,272

①ワークシート印刷インク購入代 6,520 1 6,520

小計(4) 物品購入費

511,886

①参加者募集チラシ・印刷費（A4カラー・19,000部） 49,226 1 49,226

③広報紙「ボールキッズすぎなみ」制作・印刷費（900部） 429,000 1 429,000

小計

②参加者募集チラシ・チラシデザイン費（A4両面） 33,660 1 33,660

0

0

153,000

①ファシリテーター謝礼（6,000円×2日×5名）、(6,000円×1日×2名) 6,000 12 72,000

(2) 謝礼 小計

9,080

　　自宅〜東高円寺往復実費2日間(7名分） 0

0

①ファシリテーター交通費： 9,080 1

収　支　決　算　書

項目 内容 金額

　次世代育成基金活用事業助成金 736,000

Ⅰ　収入の部

288

１　助成金

  団体負担

(1) 旅費 小計

　参加費500円×27名 13,500

　　収入合計 749,788

749,788

9,080

項目 内容
金額

単価 数量 計

①　助成対象経費 合計

２　その他収入

②ファシリテーター打ち合わせ費(2,000円×3回×4名)、(2,000円×2回× 3名) 2,000 18 36,000

③講師謝礼（11,000円×2日間） 22,000 1 22,000

②私立学校宛郵送代（チラシ10校、広報紙10校） 370

④講師打ち合わせ費（30,000円×１回） 3,000 1 3,000

⑤写真撮影謝礼（広報紙、記録用） 20,000 1 20,000
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